





































































































レックスは，HIF 経路と HIF 非依存的経路の
両方を制御していると考えられます。したがっ
て，本研究のペプチドは両経路を阻害すること
により，低酸素環境における癌の増殖と転移を
同時に抑制することが可能になるのではないか
と考えています。今後は，ペプチドに含まれる
アミノ酸を絞り込み，より小さなペプチドを作
成することで非特異的な効果を減少させるとと
もに，HIF 非依存的経路の内容を明らかにす
ることにより，ペプチドの作用機序を解明した
いと思います。
　最後になりましたが，本研究を展開するにあ
たり貴重な研究助成を賜りました大阪癌研究会
にこの場を借りて深くお礼申し上げます。貴研
究会のますますのご発展を心からお祈り申し上
げます。
＊東京医科歯科大学難治疾患研究所
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